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研究成果の概要（和文）：被害管理や個体数管理を目的とする捕獲活動においては，狩猟を趣味とする狩猟者に
依存した現体制の変革が必要があることを確認するとともに，地域住民や林業事業体職員が主体として従事する
実現可能な新体制モデルを解析・提案した。あわせて，効率性の高い捕獲を実現する上での夜間銃猟ならびに指
定管理鳥獣捕獲等事業等の制度の有用性を確認し，それらの社会実装のための方策や留意点を示した。また，獣
害対策への貢献や地域社会の活性化を前提に語られるジビエ振興については，いずれの効果も限定的であること
を検証し，導入や運営にあたっては十分な計画性と将来見通しが欠かせないとの注意喚起を行った。

研究成果の概要（英文）：In wildlife capture activities for damage control and/or population control,
 we confirmed that there is a need for a change in the current system that relies on recreational 
hunters. So, we introcuced new capture system mainly conducted by local residents or people engaged 
in forestry. Since the night shooting is considered to be effective for deer population control also
 in Japan, we emphasized the necessity of social implementation of night shooting. In addition, 
usage of deer and wild boars as food resources did not directly help not only damage reduction but 
alse regional development, so it was considered necessary to have sufficient planning and thought of
 for the future for its introduction.

研究分野： 野生動物管理学

キーワード： 鳥獣　農林業被害　野生動物管理　農村計画　個体数管理　ジビエ　人口減少　集落

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
獣害対策は，動物に焦点を当てた生物学的観点からの対策に偏りがちである。しかし，現代日本における獣害の
深刻化は，人口減少や一極集中等の社会現象が根本原因であり，動物の行動や生態に生じた何らかの異変に起因
するものではない。したがって，従来型の生物学的観点のみからの対策は対症療法であり，抜本的な解決にはつ
ながりにくい。本研究の最大の学術的・社会的意義は，この認識にもとづき，農村計画学と生物学をバックグラ
ウンドとする野生動物管理の連携研究を展開するとともに，社会科学的な観点からの政策提言を行った点にあ
る。いわば，「社会野生動物管理学」ともよぶべきアプローチの先進事例を築いたという実績である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

獣害問題は全国的に深刻化が続いており，多くの研究があるものの顕著な解決の兆しは見えて

いない。一方，本研究の分担者・代表者による成果により，いくつかの研究の展望と社会的還元

の方向性も見出された。これらは，従来のありきたりな「狩猟者増加策」や「ジビエ振興」や「観

光資源化」などとは異なり，国内外における先行事例等を参照すれば実現性と社会還元とが十分

に期待できるものと考えられた。 

 

２．研究の目的 

そこで本研究は，この「展望と社会的還元の方向性」を踏まえ，野生動物管理学と農村計画学

との連携研究として，下記 3項目を中心的な目的に据え展開することとした。 

・ 「空洞化が危惧される農山村地域」を抽出し，各地域における鳥獣の生息状況や被害，集落

をめぐる社会的状況等の現状把握と将来予測を実施 

・ 鳥獣の捕獲体制やその担い手等に関わる地域モデルを提示 

・ 捕獲個体の資源的活用のあり方を検討 

 

３．研究の方法 

社会科学的な視点からの情報を基盤とする研究であるため，情報収集は，おもに聞き取りもし

くはアンケートにより実施した。聞き取りやアンケートの対象には，国（農林水産省や環境省な

どの地方事務所や出先機関を含む）や地方自治体（都道府県および市町村），農業協同組合や森

林組合，鳥獣対策に関わる調査・コンサルタント事業者などの関連法人，農会，地域住民等が含

まれる。これら対象団体からは，関連する統計資料等も提供いただいた場合もある。加えて，必

要に応じ，公開済みの行政資料や文献，ウエッブサイトなどからの情報収集と整理も行った。 

 

４．研究成果 

(1)「空洞化が危惧される農山村地域」における現状把握と課題の整理:人口減少社会においては，

すべての地域で同等の野生動物管理を推進することは困難である。そこで，「どのような管理事

業なら持続的に推進可能か」を評価するために，人口減少が国内で最も顕著に進行する東北日本

海側を対象に，人口減少に関わる課題の整理ならびに野生動物の分布拡大を考慮した野生動物

管理の課題整理作業を行った。さらに，野生動物管理の観点から起こっている課題を，小田切

（2009）が提示した「空洞化の連鎖」を参考に下表に示す段階に分けて整理した。 

下表のとおり，空洞化の連鎖が始まると，自助や互助などによる住民主体の対策は行き詰まり

やすい（江成 2019）。また，この連鎖にともなう野生動物の行動の変化や分布の拡大等は何ら異

常なものではなく，人口減少に対する正常なリアクションに過ぎない。したがって，動物に対す

る皮相的な対策では解決は期待できず，根本的な原因である人口減少を見据えた対策，たとえば

下記を実質化していく必要があると考えられた。 

・ 動物不在の時代に作られた土地利用の再編 

・ 山林における野生動物管理(シカ管理)の選択と集中 

・ リスク軽減のための跡地管理の検討(再野生化を含む) 

・ 解決へのイメージを創出し共有するための誇りの再建  

表．人（農村）の空洞化に始まる空洞化の連鎖と野生動物管理に関わる課題 



空洞化の４段階 野生動物管理の観点から留意すべき現象 

人の空洞化（人口の社会減・自然減） 野生動物の集落への接近の引き金となる 

土地の空洞化（農林地荒廃・空き家増加） 野生動物における侵入行動に対する心理的障壁の

低下や集落内に隠れ場の増加 

むらの空洞化（集落機能の脆弱化） 対策の基本となる自助・互助・共助が機能不全に陥

り，公助(行政支援)だけが先行  

誇りの空洞化（居住継続意志の弱化） その地で生活や生業を続ける意思が弱体化し，公助

により進められる鳥獣対策に住民が疲弊 

 

(2)捕獲の体制と担い手:被害対策としての捕獲であっても，「狩猟免許の所持」がほぼ欠かせな

い条件であることから，「本来は趣味として個人的な動機にもとづき鳥獣の捕獲に従事している

狩猟者」に頼らざるを得ない。しかし，このような体制に起因する捕獲効率の低さや事故の発生，

狩猟免許所持者の減少・高齢化を踏まえれば，今後は狩猟者や狩猟者団体に過度に依存しない体

制が求められるのは必定である。そこで，このような体制のモデルになると考えられる次の 2事

例について，現状や展望，課題を明らかにした。 

①愛媛県松山市中島本島における地域主体の捕獲体制：愛媛県松山市中島本島には，かつてはイ

ノシシの生息は認められず，かつイノシシの捕獲者もいなかった。そこで，この島に着目し「イ

ノシシの新規分布拡大地域で地域主体の捕獲体制はどのようにすれば構築できるのか」を検討

する目的で，「捕獲体制の構築プロセス」ならびに「捕獲に関わる住民の活動内容」を調査した

（武山ら 2022）。その結果，中島本島において新たに地域主導の捕獲体制の構築が可能となっ

た要因は，次の 3点に集約された。 

・ 旧村-集落ベレルの組織連携による重層型の組織体系の構築 

・ 総代会主導による捕獲体制の構築 

・ 県・市・大学の連携による多角的な後方支援 

中島本島には，他の地域とは異なる幾つかの特徴（専業農家による柑橘栽培が広く行われてい

ること，総代会における集落間の連携体制が整えられていること，有害鳥獣捕獲の対象がイノシ

シに限られること，島という地理的隔絶性を有すること）がある。したがって，他の農村地域に

おける同様な捕獲体制の構築には，多くの困難がともなうものと思われる。しかし，本研究で得

られた知見は，特に今後も予測される新規分布拡大地域において速やかな対応を行うとともに，

今後のあるべき捕獲の姿をも模索する上で，重要な知見を提供すると考えられる。また，本研究

で確認された「旧村レベルかつ地域コミュニティー主体の地域資源管理体制の構築」のメリット

は，野生動物対策のみならず，農村における地域資源の共同管理体制や農村協働力の構築の場に

おいて活かされると考えられた。 

②林業事業体を主体としたシカ捕獲体制：シカによる被害が深刻化している森林は，しばしば集

落から遠く離れ，林道なども整備されていない地域に存在する。そのため，狩猟者など従来型の

捕獲従事者が対応できない場合が多い。一方，伐採や再造林などの森林の整備を担う法人や団体

（以下，林業事業体とする）は，地形や植生などの環境のみならず，シカが多い地域も把握して

いる。そのため，林業事業体の職員が中心となり，森林施業と一体化した捕獲体制により，効果

的な個体数管理を推進できる可能性が想定された。そこで，「シカによる森林被害緊急対策事業

（林野庁）」にもとづく緊急捕獲を実施している奈良県等で捕獲効果の検証ならびに聞き取り調

査を実施した。また，林業事業体等の職員を主体とする捕獲体制のもとでも生息密度の低下が確

認され，「森林施業と捕獲との一体化」によるシカの個体数管理の実現可能性が示された（八代



田 2022）。一方，聞き取り調査により，林業事業体職員の従事には，下記の課題があることも明

らかとなった。すでに林野庁は，「捕獲経験のない林業事業体等がシカの捕獲の意義や作業内容

を理解し，自ら捕獲事業の携わるきっかけ」とすることを目的に，「シカ捕獲技術マニュアル 〜

これから捕獲に取り組む方へ〜」を刊行・公表している。今後は，このようなマニュアルも活用

しつつ，林業事業体が自らによる捕獲体制の構築が望まれる。 

・ 森林施業に関わる通常業務もあるため，捕獲方法が限定される。 

・ ICT 等による監視下で作業可能な日に捕獲を実施できる囲いわなが導入しやすいが，餌の誘

引効果が環境に影響されて効率が悪い。 

・ 足くくりわなを使用する場合は，遠隔通知システムの利用による見回り労力の削減が有効

であるが，電波の届かない地域が多く導入しにくい。 

・ 実施している捕獲事業はほとんどが足くくりわなによる捕獲であり，ツキノワグマおよび

カモシカの錯誤捕獲に関する対応が必要。 

・ 給餌や捕獲個体運搬等の作業は担うことができるが，止めさしを実施できる作業者が限定

される。止めさし作業を地元狩猟者に依頼すると捕獲の実施可能日が限定され効率が悪い。 

・ 林業事業体が主体となって捕獲を実施するためには，現状では予算の手当や技術的な支援

が欠かせない。 

③夜間銃猟をめぐる課題と展望：鳥獣保護管理法の改正により，2015 年から夜間における銃器

によるシカ等の捕獲が条件付きで可能となり，個体数削減効果の改善への期待が高まった。近年

の有害鳥獣捕獲等の推進により日中の捕獲圧が高まり，捕獲可能な場所への出没が夜間へのシ

フトする傾向が認められるためである。しかし，安易な夜間銃猟の導入により，無計画・無秩序

な捕獲活動が展開された場合には，夜間の出没すら忌避される可能性があり，個体数管理に致命

的な打撃を与えることになりかねない。そこで，夜間銃猟の導入状況等を明らかにするための資

料調査と聞き取り調査を行った。 

実際の夜間銃猟は，2015 年からの 7 年間で 4都道府県で実施され，合計で約 410 頭のニホンジ

カが捕獲されていた。最も実績の多い県では，同じ狩猟者団体が継続して受託する形で毎年実施

されていた。しかし，現状では全国に普及しているとはいえなかった。その背景には，夜間銃猟

の認定を受けた認定鳥獣捕獲等事業者が従事しなければならないという法的条件に加え，そも

そも都道府県が夜間銃猟を含む捕獲事業をしないこともあった（伊吾田 2022）。今後，夜間銃

猟を普及させていく上では，「捕獲効率の向上と維持に向けての体制的・技術的検討」ならびに

「質の高い捕獲技術者の確保するための，専門的な事業者の育成制度」の 2点が挙げられた。 

 

(4)ジビエ振興：ジビエ振興は，しばしば獣害対策への貢献を前提に語られる。しかし，野生の

イノシシやシカからの肉の生産と利活用については，安定供給や肉の均質性，食品衛生等に関わ

る数々の弱点を包含している。そのため，利用頭数は増えてはいるものの，食用としての利用量

は頭打ちの傾向にある。また，多くの野生鳥獣食肉処理施設が苦しい経営状況に陥っているが，

経営体としての収支状況の分析や評価が行われた事例は少ない。そこで山端・飯場（2020）は，

「捕獲個体を高品質な肉資源として活用する施設（以下，資源型とする）」と「捕獲個体の処分

場として性格をもち，一部の肉を資源として活用する施設（以下，処分型とする）」を 1 つずつ

選定し，それぞれ処理料，精肉歩留まり，販売額等を精査した。その結果，次の事項を含む複数

の現状や課題が明らかにされ，野生鳥獣食肉処理施設の厳しい経営状況が浮き彫りとなった。 

・ 資源型は捕獲・処理の対象とするシカの選定には行政の意向は反映されず，経営者の判断の

もと食肉利用が可能と思われる個体を選択して受け入れている。そのため，利用できる個体



の比率と 1頭あたりの換算金額は処分型に比べて高かった。 

・ 処分型は，設立時ならびに運営に行政からの補助金が導入され，捕獲従事者に対しては捕獲

個体の同施設への搬入を条件に捕獲報奨金が支払われていた。そのため，精肉用として利用

できる個体の比率と 1頭あたりの換算金額は資源型に比べて低かった。 

・ ロースなどの人気がある部位は 100g あたり約 700 円と比較的高価で販売できるが，他の部

位はその半額程度で，部位による大きな価格差が生じていた。 

・ 従来の報告と同様に肉資源として利用できた比率は 20〜30%と低く，精肉歩留まりについて

は 17％に過ぎなかった（豚では 50%近い）。 

・ 家畜の処理施設に比べて機械化が進んでいない等の理由により，細かな相違点はあるもの

の資源型も処分型も人件費の比率が高かった。 

しかし，結果的に，地域の雇用を創出したとの成果が得られている。処分に困る捕獲個体の「出

口」としての役割も見逃すことはできない。したがって，関連する作業の効率化や販売価格底上

げのためのブランド化などを通じ，「野生鳥獣食肉処理施設の持続的経営」をサポートするよう

な総合的な支援が欠かせないと考えられた。 

加えて，全国の施設の経営実態と赤字要因に関するアンケート調査を行ったところ，約 6割が

赤字，約 3割は外部調達費さえ回収できていなかった。民営型施設の過半数を占める他事業と

の複合経営体では，事業間での柔軟な労働の移行や収益の補填が可能であり経営黒字率は

81％に達したが，食肉処理業単体での赤字率は 53％に及んだ。2 県の施設搬入可能エリア

の狩猟者へのアンケートからは，施設の運営開始前後で被害軽減に有用と考えられる捕獲

活動に変化が認められなかった。これらの現実を踏まえ，東口（2022）は『野生動物管理・獣

害の観点からは，「被害軽減対策としてのジビエ利活用」という誤認識を改める必要を強く感じ

る』と言明し，地域振興としての効果を得ることも決して容易ではないことを指摘した。 
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